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 1996年 10月 18日 19時 50分に種子島の東方 10㎞付近でM6.2の地震（深さ 36㎞）が発生した。

これより前の９月９日には種子島の陸域で活断層に沿う形でM5.7 の地震（深さ 19 ㎞）が発生した

（第１図）が，M6.2 の地震はM5.7 の地震を深さ方向に延長したところを西辺とする形で発生して

いる。震源に近い種子島は震度３の揺れで特に被害の報告はないが，鹿屋市で震度４となったほか，

九州，薩南諸島，中国地方の一部で有感となった（第２図)。  

 この地震では前震活動があった。震源域（第３図）の東端でaの地震が発生し，その後b，cと周辺

領域で地震が発生し，M4.3の地震dが本震h付近で発生している。また，本震近くの場所では，同日

０時台に６個震源の決まる地震（最大M4.3，有感１回，最大震度は２）が発生している。  

 余震は西北西－東南東の方向に伸びている（第４図)。この図のJ，K付近にasperityがあるのかも知

れない。また，前震a（第３図）もその付近で発生している。  

 この地震では，震源に近い気象庁の種子島田之脇の検潮所で最大 17㎝の津波を観測したが，油津・

枕崎などのほかの気象庁の検潮所では観測されなかった。  

 種子島近海は，地震活動の活発な地域で 1960年頃までM６以上の地震が度々発生していたがその

後はなく，M６以上の地震としては約 35年ぶりであった（第５図)。  

 今回の震源付近では，1923年７月 13日M7.1（深さ 60㎞)，1937年８月 27日M6.0（深さ 30㎞)，

1960年７月８日M6.0（深さ 50㎞）の地震が発生している。また，1990年３月２日には今回の本震

とほぼ同じ場所でM5.2（深さ 33㎞）の地震が発生している。  

 本震の発震機構は低角の逆断層で，種子島（ユーラシアプレート）の下に沈み込むフィリピン海

プレートの上面境界付近で発生したプレート間地震と考えられる（第６図）。  
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第１図 種子島近海の地震活動（1996 年９月１日～11 月 18 日）  

①震央分布図 ②東－西断面図 ③M－T 図(９月９日 M5.7） ④M－T 図(10 月 18 日M6.2）9 月 9 日の地震のM－T 図（3）は，この地震の震

源域の地震のみである。また，10 月 18 日の地震のM－T 図（4）は，深さ 20 ㎞以深のものである。  
Fig. 1 Seismic activity nearly Tanegashima islands at Kagoshima prefecture（September 1, 1996-November 18, 1996）.  

①Epicentral distribution, ②Vertical section along the E-W direction, ③M-T diagram（M5.7, September 9, 1996）,④M-T diagram（M6.2, October 18, 1996）. 
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第２図 種子島近海の地震活動（1996 年 10 月 18 日M6.2） ①震度分布図 ②震度分布表 

Fig. 2 Seismic activity near Tanegashima islands of Kagoshima prefecture（M6.2, October 18, 1996）. 
①Map of seismic intensities, ②List of seismic intensities. 
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第４図 種子島近海の地震活動（1996 年 10 月 18 日 19 時 50 分～22 時 00 分） 
①震央分布図 ②東－西断面図 ③M－T 図  

Fig. hima islands of Kagoshima prefecture 
6).  
Vertical section along the E-W direction, 

第３図 種子島近海の地震活動（1996 年９月 14 日～10 月 18 日）

①震央分布図 ②東－西断面図 ③M－T 図 
Fig. 3 Seismic activity near Tanegashima islands of Kagoshima 

prefecture (September 14, 1996-October 18, 1996).  
①Epicentral distribution, ②Vertical section along the E - W 
direction, ③M-T diagram. 
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 4 Seismic activity near Tanegas
(19:50-22:00, October 18, 199
①Epicentral distribution, ②

③M-T diagram. 
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第５図 A 種子島近海の地震活動（1900 年１月１日～1996 年 11 月６日） 

①震央分布図 ②時空間分布図 ③M－T 図  
Fig. 5A Seismic activity near Tanegashima islands of Kagoshima prefecture（January 1, 1900-Novemver 6, 

1996）. ①Epicentral distribution, ②Space-time plots, ③M-T diagram. 

 
第５図 B 種子島近海の地震活動（1984 年４月１日～1996 年 11 月６日） 

①震央分布図 ②時空間分布図 ③M－T 図  
Fig. 5B Seismic activity near Tanegashima islands of Kagoshima prefecture（April 1, 1984-Novemver 6, 

1996）. ①Epicentral distribution,  ②Space-time plots,  ③M-T diagram. 
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第６図 種子島近海の地震活動（1996 年 10 月 18 日 00 時 24 分～19 時 50 分）  
①串間観測点における前震・本震の波形（上下動)。前震と本震では周期が異なるが，それ

はマグニチュ－ドによるものである。②前震・本震の発震機構解（下半球投影）。  
Fig. 6 Seismic activity near Tanegashima islands of Kagoshima prefecture（00:24-19:50, October 18, 1996). 

①Example of the up-down component seismograms of the pure-shocks and main-shocks observed 
at Kushima seismic station at Miyazaki prefecture, ②Mechanism diagrams（lower hemisphere）of 
the pure-shocks and main-shocks（CMT analysis）. 
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